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事後評価の説明概要

１．事業概要
２．事業の効果

直接効果：高速道路交通量の変化
直接効果：走行性・安全性の向上
直接効果：渋滞の緩和
間接効果：農林水産品流通の利便性向上
間接効果：産業への支援
間接効果：観光地へのアクセス性向上
間接効果：医療施設へのアクセス性向上
間接効果：災害および大雪時の交通確保

３．事業による環境への影響
４．本事業の技術的な取組み

冬季の走行安全性の対策
地すべり地帯への対応

５．利用促進の取組み
６．評価結果及び対応方針（案）
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１．事業概要 位置図

■関越自動車道 上越線（上信越自動車道）は、群馬県藤岡市から新潟県上越市に至る総延長約204kmの高速
自動車国道。

■長野道、北陸道、関越道とあわせて広域的なネットワークを形成することにより、上信越地方の沿線地域の産業、
経済、観光等の発展に重要な役割を担う路線。

■事後評価区間（信濃町ＩＣ～上越ＪＣＴ）は、信濃町～妙高市・妙高市～上越市を繋ぐ区間。

位置図広域図
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１．事業概要 路線概要・事業経緯

■平成11年10月に中郷IC～上越JCTが暫定2車線で供用し、全線開通。
■平成21年8月に冬季間における円滑な交通確保等を目的とし、信濃町IC～上越JCT間の4車線化が事業化。
■令和元年12月5日に信濃町IC～新井スマートIC間が4車線化し、事業完了。

概要 事業経緯・事業費

区      間：自）長野県上水内郡信濃町大字野尻

至）新潟県上越市大字中屋敷

計画延長：37.5km

道路規格：第1種第3級

設計速度：80km/h

車 線 数：4車線

じょう えつ なか   や   しき

か み み の ち  ぐん の    じりし な の   まち

事後評価区間
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付加車線設置済
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標準横断図
■中郷～上越JCT

※切土部の路肩はw=3,000

整備前 整備後

事業概要図
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２．事業の効果（直接効果） 高速道路交通量の変化

■上信越道（信濃町ＩＣ～上越JCT）の区間平均交通量は約11,200台/日、大型車混入率が約3割。（令和5年）

位置図

【出典】H30,R1,R5：交通統計（NEXCO東日本）(年平均)
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２．事業の効果（直接効果） 走行性・安全性の向上

位置図

対面通行ではなくなったことで、走行時の
事故リスク軽減に繋がっています。また、対
向車を考慮する必要性が低くなり、道路上
での救急活動の安全性が向上し、集中した
活動に繋がっています。

救急関係部署の声

【出典：上越市道路課（R6.5）】

片側1車線の時は混んでて大変でしたが、
今は片側2車線になり、渋滞による危険が
軽減されました。群馬に行く時に通過点とし
て利用しています。今は家族の運転でいろ
いろな所に旅行を楽しめています。

【出典：聞き取りアンケート結果（R6.4）】

高速道路利用者の声

事故等による通行止めが少なくなり、ドライ
バーの不安解消に繋がっています。

物流業者の声

【出典：ヒアリング結果（R6.8）】

【出典】 NEXCO東日本事故データ

通行止め回数の推移
（信濃町IC～上越JCT区間）

【出典】 NEXCO東日本通行止め実績

4車線化整備区間通行止め時間
（信濃町IC～上越JCT区間）
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整備後：  R2.1.1- R5.12.31のうち冬期11-4月

※「その他事故」には、衝突・追突・乗り上げ・接触・横転転覆等を含む

【出典】 NEXCO東日本通行止め実績
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２．事業の効果（直接効果） 渋滞の緩和

■4車線化前は、渋滞発生回数が4年間（H27/1-H30/11）で337回であったが、4車線化に伴い渋滞発生回数が
4年間（R2/1-R5/12）で30回と大きく減少。特に交通集中を原因とする渋滞が解消。

■4車線化前は、車線数が増減する箇所において、4年間で最大45回の渋滞が発生していたが、4車線化に伴い
解消。

渋滞発生回数推移 渋滞要因別発生回数

整備前
（H27/1-H30/11）

整備後
（R2/1-R5/12）

４車線化前後の状況写真（新井SIC～上越高田IC）

整備前（Ｈ21.5）

整備後（Ｈ30.12）
【出典】NEXCO東日本渋滞状況データ

【出典】 NEXCO東日本渋滞状況データ 整備前：H27.1.1-H30.11.30 整備後：R2.1.1-R5.12.31
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４車線整備により、物流の時短と到着予定時間の精度向上に
つながりました。特に、冬期間の計画運行が以前より向上しま
した。高温となる夏期の輸送がよりスムーズになり、鮮度保持
の度合いが向上し、顧客により安心を届けられています。

■上越市からお米や南蛮エビが首都圏方面を中心に出荷、各地から上越市・燕市に野菜や果物が上信越道を経

由し輸送されるなど、首都圏および新潟県の食の流通を支援。
■4車線化整備により、年間を通じて、円滑な交通が確保され、効率的な物流・品質の確保に寄与。
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２．事業の効果（間接効果） 農林水産品流通の利便性向上
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農林水産品目の出荷ルート

【出典】新潟県HP 名立漁港 （R4）

名立漁港の多くを占める水揚げ品目
は、エビ類となっており、上信越道を
経由して、長野に卸された後、首都圏
方面を中心に出荷されています。

名立漁港

出典：上越市HP

自治体関係者の声

漁港関係者の声

【出典：ヒアリング結果（R6.8）】
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【出典】全国貨物純流動調査（R3）
※農水産品から米を除いた値
※新潟県内流動を除く

全国から新潟県への
農水産品目の流動量

出荷元 量(t)

関東 2,219 

東北 358 

北海道 308 

東海 117 

関西 100 

甲信 22 

その他 30 

計 3,154 

：上信越道を利用し、新潟方面に向かう地域

【出典】令和5年産水陸稲の収穫量（R5）

【出典】ヒアリング結果（R6.8）
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上越市5.5

新発田市 4.1 

その他 30.3 

59.2 

0

10

20

30

40

50

60

新潟 

（万t）

水稲収穫量トップ3位

上越市
県内3位

新潟県全国トップ

【出典】所要時間：ETC2.0プローブデータ
整備前：(H30）1月～12月
整備後：(R5) 1月～12月
信濃町IC～上越IC間上下線平均所要時間

28.8
24.7

0

5

10

15

20

25

30

35

整備前 整備後

（分）

信濃町IC～上越IC
所要時間

約4分
短縮
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２．事業の効果（間接効果） 産業への支援

■上越市と妙高市では、4車線化後、電子部品の製造品出荷額が34％増加。
■上信越道4車線化による走行性の向上および輸送時の定時性向上が、産業の活性化に寄与。

上越JCT

上越高田IC

中郷IC

妙高高原IC

信濃町IC

名立谷浜
IC

E8

E18

新井スマートIC

❼

❽❶

❷

❺❹

【出典】設備投資ジャーナル・ヒアリング結果

上越市

妙高市

4車線化後の沿線周辺における新規企業立地・設備
投資および工業製品の輸送状況

上越市・妙高市の製造品出荷額

【出典】経済構造実態調査（R4）

65%3%
2%

30%

妙高市
製造品出荷
1,449億円

36%

17%8%

39% 上越市
製造品出荷額
6,287億円

547 665 645 668 623 750 901 945 

538 
522 572 619 682 

1,003 

1,140 
1,056 

1,085 
1,187 1,216 1,287 1,305 

1,753 

2,041 2,002 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

（億円） 上越市

妙高市

+1％+6％+2％+9％

全線
４車線化

34％4車線化以降、
製造品出荷額が大きく増加

16％

No. 業種 概要 年
① 電子部品製造 新工場、投資 R1
② 食品製造販売 工場増築 R1
③ 食品製造 新工場棟建設 R1

④ 農薬開発販売
研究棟建設
研究棟増設

R2
R5

⑤ 高圧ガス輸送 設備投資 R3

⑥ 物流
倉庫新設 R3
倉庫増設 R6

⑦ 半導体パッケージ製造 投資、増産 R4
⑧ 化学素材製造 投資 R6

物流業者の声

■化学工業 ■電子部品・デバイス・電子回路製造業
■食料品製造業 ■飲料・たばこ・飼料製造業 ■その他

2024年問題もあり、運転
時間を短縮するため、全
線高速道路を利用する
頻度が多くなりました。
【出典：ヒアリング結果（R6.9）】

物流業者の声

荷物量の増加により、近年
物流倉庫を新設しました。
妙高市、上越市、糸魚川市
にある化学工場からの化学
品を集約、成田空港、名古
屋市や座間市方面に輸送し
ています。4車線化整備は、
対向車のはみだしや、後続
車両によるあおり等が解消し、
安心・安全な運行に寄与し
ています。また、交通集中時
期や積雪時の渋滞がほとん
どなくなり、運行時間の短縮
につながりました。

4車線化後の沿線周辺における新規企
業立地・設備投資状況

❻

【出典：ヒアリング結果（R6.9）】

上越市・妙高市の製造品出荷額の推移
（電子部品・デバイス・電子回路製造業）

❸

【出典】 H27・H29-R1：工業統計調査
  H28・R2：経済センサス

          R3-：経済構造実態調査



上越JCT

上越高田IC

新井スマートIC

中郷IC

妙高高原IC

信濃町IC

豊田飯山IC

信州中野IC

上越IC

名立谷浜IC

能生IC

E8

E18
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２．事業の効果（間接効果） 観光地へのアクセス性向上

■4車線化により、長野市から上越市内への所要時間が約１1分短縮し、所要時間の信頼性が向上。
■長野・関東・中部方面からの観光地へのアクセス性向上に寄与。

上越市・妙高市の主要観光地

主要観光地
妙高市および上越市の主なスキー場

アパリゾート上越妙高

妙高杉ノ原スキー場

赤倉温泉スキー場

池の平温泉スキー場

休暇村ルンルンスキー場

うみてらす
名立

上越市立水族博物館うみがたり

春日山城跡
リージョンプラザ

妙高山麓直売センターとまと

国立妙高青少年自然の家

六･十朝市

上越科学館

上越市立歴史博物館

妙高高原
温泉郷

妙高スキーパーク

赤倉観光リゾートスキー場

関温泉スキー場

アライスノーリゾート

スキー場利用客については、静岡県
からの流入が目立つようになりました。

【出典：ヒアリング結果（R6.3）】

スキー観光客の入込客数及び来訪地域

道の駅あらい

新潟県

長野県

夏期繁忙期の所要時間と時間信頼性※

長野市（信濃町IC）から上越市立水族博物館うみがたり（上越IC）まで

県内
38%

北陸
29%

近畿
11%

中部
10%

関東
 10%

その他, 2%

R4入込客数

23,427人

スキー場関係者の声

出典：ヒアリング結果（R6.3）

長野県を中心に、新聞、広告等、施設の
プロモーションを行っています。コロナが落
ち着き来館者が回復傾向にあるので、4
車線化による利便性向上により、更なる
来館者の増加を期待しています。

【出典：観光施設ヒアリング結果（R6.9）】

観光協会の声

観光施設の声

鵜の浜海水浴場

県内

27%

長野

41%

群馬

8%

その他

24%

大潟キャンプ場入込数及び来訪方面

R5
（4~10月）

2,404人

出典：大潟観光協会

大潟キャンプ場、鵜の浜海水浴場のお客
さんの多くが長野県内であり、高速道路で
1時間圏内とのことで、リピーター客が多く
なったと感じます。関東、長野といった海
なし県からの観光客からは4車線化で交
通量も多くなく、安心して運転出来てうれ
しいとの声を聞いています。

【出典：大潟観光協会（R6.5）】

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

頻
度
分
布

所要時間（分）

整備前

整備後

20 70
分以上

30 40 50 60

平均所要時間 約22分
所要時間のばらつき  約２分間

平均所要時間 約33分
所要時間のばらつき  約31分間

所要時間が約11分短縮
所用時間のばらつきが29分間短縮

【出典】昼間12時間所要時間：ETC2.0プローブ（1分間データを使用）
整備前（H30）：8月休日＋お盆（8/13～8/16） 整備後（R5）：8月休日＋お盆（8/14～8/17）
※時間信頼性（所要時間のばらつき）は所要時間の上位10％値と下位10％値の時間差により評価。
（事故等が発生し、移動に極端に時間がかかってしまった場合などを除外する考え方。なお、平均所要時間は全
てのサンプルデータにて算出）

R6.9月撮影

R6.8月撮影

大潟キャンプ場



30.3 28.5 

0

10

20

30

40
(分)

救急現場、病院までの経路で使用
する際、片側２車線になり、追い越し
車線を走行でできるようになったため、
走行しやすく機関員の身体的・精神
的負担の軽減や現場到着時間・病
院搬送（医療介入）時間の短縮に繋
がっています。

10

２．事業の効果（間接効果） 医療施設へのアクセス性向上

■4車線化により三次医療施設である新潟県立中央病院からの30分圏域が拡大し、カバー人口が増加。
■積雪時の走行性の観点および通行止めリスクの減少により、冬期の円滑な救急活動に寄与。

所要時間の変化（妙高支所⇒新潟県立病院）新潟県立中央病院（三次医療施設）からの搬送時間30分圏域

【出典：ヒアリング結果（R6.5）】

凡例
■ 整備前 30分圏域
■ 整備後 30分圏域

整備前
（H30）

整備後
（R5）

信濃町IC

【出典】所要時間：ETC2.0プローブデータ
9月全日の平均12時間旅行速度で算出
妙高支所→中郷IC→上越高田IC→新潟県
立中央病院へ向かうルートの所要時間を算出

新潟県

約2分
短縮

【出典】 整備前）H27センサス：朝夕（混雑時）の上下平均の旅行速度で算出
整備後） R3センサス：朝夕（混雑時）の上下平均の旅行速度で算出

【出典：信濃町分署ヒアリング結果（R6.9）】

消防関係者の声

上越JCT

上越高田IC

新井スマートIC

中郷IC

妙高高原IC

三次医療施設

新潟県立
中央病院

妙高支所 76.9%
79.2%

60%

65%

70%

75%

80%

H27カバー圏 R3カバー圏

新潟県立中央病院
30分カバー人口割合※の変化

約2.3％
増加

自治体の声

【出典】カバー人口：R2国勢調査
※妙高市内の人口のうち、30分カバー圏域に入るメッシュ人口の割合を算出

整備前
（H30）

整備後
（R5）

4車線化前は、事故や積雪等で通行止め
になるリスクから、高速道路を利用すると
いう選択肢を選ぶことが少なかったです。
4車線後は、一般国道と比較し走行性に
優れ、完全に塞がれるリスクが減ったこと
から、特に冬期は高速道を利用する機会
が増えました。

【出典：ヒアリング結果（R6.8）】長野県

新潟県立中央病院

E8

R6.8月撮影



のと里山空港

E18

E8

E17

E18
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上越
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信濃町
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陸上自衛隊
高田駐屯地
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100%

30%

0%

70%
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２．事業の効果（間接効果） 災害および大雪時の交通確保

■4車線化により、災害時等においても車両通行空間を確保。
■能登半島地震の際は、上信越道を利用し、各地の自衛隊や支援物資を集約・災害現場への支援を実施。
■大雪による関越道の通行止め時は、4車線化に伴う交通容量の確保により、迂回機能を発揮。

迂回路

通常
ルート

長岡JCT

上越JCT

更埴
JCT

藤岡JCT

E18

E8

E17E18

上信越道
上越高田IC～

妙高高原IC区間で
通行止めが発生。
除雪を実施し、

迂回機能を発揮

新潟県

群馬県

月夜野
IC

湯沢
IC

関越自動車道
月夜野C～湯沢IC間で

最長約60時間の通行止め

通常時

通行
止め時

【データ】走行経路：ETC2.0プローブデータ
通常時：令和2年12月10日：18時～12日：21時30分まで
通行止め時：令和2年12月17日：18時～19日：21時30分まで
関越自動車経由は国道17号を利用

大雪による通行止め発生日（令和2年12月17日～19日）

と通常日（令和2年12月10日～12日）の通行ルート

走行経路 群馬(藤岡JCT)方面・新潟(長岡 JCT)方面合計

関越自動車道

上信越道

災害時における車両通行空間の確保のイメージ

道の駅あらいへの物資集積状況の様子

【出典：高田河川国道事務所】

道路関係部署の声

令和6年能登半島地震の際、長野県、山梨県などは上信
越道を通って、被災地で復旧、復興を行いました。また、国
道8号が通行止めとなったことから、並行する北陸道・能生Ｉ
Ｃ～上信越道・上越高田ＩＣ間で無料措置を実施するなど、
早期の支援活動に寄与しました。 【出典：ヒアリング結果（R6.5）】

能登半島地震における上信越道を利用した災害時対応状況

道路幅および車線を確保できることにより、被災地
への迅速な進入・部隊展開が可能となりました。ま
た、派遣部隊の交代・資材および物資の運搬が容
易になりました。

陸上自衛隊の声

【出典：ヒアリング結果（R6.8）】

暫定2車線の場合 4車線の場合
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２．事業の効果 費用便益分析結果

■計算条件は以下のとおり。

■総便益（B）
道路事業に関わる便益は、令和22年度の交通量を整備の有無それぞれについて推計

し、「費用便益分析マニュアル」に基づき3便益を計上した。
【3便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

■総費用（C）
当該事業に関わる建設費と維持管理費と更新費※1を計上した。

【今回評価】
・基準年次 ：令和6年度（2024年）
・供用開始年次 ：令和1年度（2019年）
・分析対象期間 ：供用後50年間
・基礎データ ：平成27年度

                                  全国道路・街路交通情勢調査
・交通量の推計時点 ：令和22年度（2040年）
・計画交通量  ：9,600～10,100（台/日）
・全体事業費  ：約2,255億円
・総便益（B） ：約6,671億円（約5,390億円※2）
・総費用（C） ：約5,542億円（約2,949億円※2）
・費用便益比（B/C）   ：1.2

【参考：前回評価】
平成30年度（2018年）
平成31年度（2019年）
供用後50年間
平成22年度

  全国道路・街路交通情勢調査
平成42年度（2030年）
9,200～10,700 （台/日）
約2,259億円
約5,071億円（約5,208億円※2）
約4,273億円（約2,825億円※2）
1.2

※1 R4.2.22の費用便益分析マニュアルの改訂から費用の算定に追加されたもの。
※2 基準年次における現在価値化前を示す。
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２．事業の効果 費用便益分析結果

■費用便益比（B/C）は1.2。

◆総便益（B）
基準年（R6）に
おける現在価値

走行時間短縮便益 5,741億円

走行経費減少便益 710億円

交通事故減少便益 219億円

計 6,671億円

◆総費用（C）
基準年（R6）に
おける現在価値

事業費 4,673億円

維持管理費 763億円

更新費 107億円

計 5,542億円

費用便益比（B/C）： 1.2

経済的純現在価値（B-C）: 1,129億円 経済的内部収益率※（EIRR）: 6.0％

※ 経済的内部収益率（EIRR） 便益と費用の現在価値を等しくするような社会的割引率の値

注１） 便益は高速道路が整備される前の状態から４車線道路を整備したことによる便益

注２） 費用は高速道路が整備される前の状態から４車線道路を整備する費用

注３） 「事業全体」の全体事業費は、Ｐ２の全体事業費を基準年における現在価値化しているため、値が異なっている
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３．事業による環境への影響 大気環境（CO2）

■上信越道（信濃町ＩＣ～上越JCT）の整備により交通量は増加しているが、交通が上信越自動車道に転換され、一
般道等の走行速度が上がり、二酸化炭素の排出量が約0.5万トン/年削減。（推計値）

算出条件：茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県・新潟県・富山県・山梨県・長野県・岐阜県の道路（県道以上）を走行する車両の
 二酸化炭素排出量を、上信越道（信濃町～上越JCT）の整備有無で比較（CO2排出削減量=整備前CO2排出量-整備後CO2排出量）

※1：二酸化炭素排出量は『客観的評価指標の定量的評価指標の算出方法について（国土交通省道路局 H15.11）』に基づき算出、
原単位は『ＣＯ２、ＮＯｘ、ＳＰＭの排出原単位の改定について（国土交通省道路局H24.2）』より引用。

※2：林野庁HPより引用し算出。（36～40年生のスギ人工林1haが1年間に吸収する二酸化炭素の量は約8.8トンと推定される。） 
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/20141113_topics2_2.html

523ha ※2

の森林が
1年間に吸収するCO2に匹敵

CO2排出削減量
※1

4,603トン/年

≒
東京ドーム

約112個分の広さに相当

×112

デンカビッグスワンスタジアム
約64個分の広さに相当

×64
※デンカビッグスワンスタジアム

のスタジアム面積:8.2ha

※東京ドームの面積：約4.6ha



■最新のバックグラウンド濃度を考慮し予測した結果、全地点で環境基準を下回ることを確認。

３．事業による環境への影響 大気環境（NO2・CO）

■予測結果

15

No 区間 予測地点

NO2：二酸化窒素 CO：一酸化炭素

（単位：ppm） （単位：ppm）

環境
基準

現況
予測値
※1

評価
環境
基準

現況
予測値
※1

評価

①
信濃町 IC～妙
高高原 IC

信濃町六月

1時間値の
1日平均値
が0.04～
0.06ppm
までの
ゾーン内
または
それ以下

0.022

全て
環境基準
を満足
している

1時間値の
1日平均値
は10ppm以

下

0.384

全て
環境基準
を満足
している

②

妙高高原 IC～
中郷 IC 

妙高市田切 0.020 0.395

③ 妙高市関山 0.021 0.403

④
上越市中郷区江

口
0.019 0.385

⑤
中郷 IC～上越
高田 IC

上越市上門前 0.018 0.386

⑥
上越高田 IC～
上越 JCT

上越市向橋 0.018 0.385

※1：現況予測に用いたバックグラウンド濃度は、路線近傍の常時観測局(一般局、自排局)の最新の観測値（R5年度)とし、
以下の測定局のデータを使用
NO2 :①吉田局(長野県、一般局)、 ②～⑥大崎局(新潟県、一般局) CO ：①～⑥小島田局(長野県、自排局)

※2：環境基準の評価値として、二酸化窒素は日平均値の年間98％値、一酸化炭素は日平均値の2％除外値を表している

上越JCT

中郷IC

妙高高原IC

信濃町IC

豊田飯山IC

上越IC

名立谷浜IC E8

E18

①信濃町六月

②妙高市田切

③妙高市関山

④上越市中郷区江口

⑤上越市上門前

⑥上越市向橋

凡例

◇◇ ＩＣ
〇〇 ＪＣＴ

調査･予測箇所
  ● 大気室

新潟県

長野県

事
後
評
価
区
間

延長37.5km

関
越
自
動
車
道
上
越
線
（信
濃
町
～
上
越   

）

新井スマートIC

上越高田IC

JCT



３．事業による環境への影響 交通騒音
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※1：調査時期：
R6.9.24（火）12:00～R6.9.25（水）12：00

※2：現在の環境基準における時間帯区分
昼間：6時～22時
夜間：22時～6時

No 区間
測定
地点

騒音（単位：dB）

評価
測定値※1 環境基準※2

昼
間

夜
間

昼
間

夜
間

① 信濃町 IC～妙高高原 IC 信濃町野尻六月 54 54

70
以下

65
以下

すべて
環境基準
を満足
している

② 妙高高原 IC 妙高市田切 61 59

③ 中郷 IC 妙高市猪野山 56 55

④ 上越高田 IC～上越 JCT 上越市向橋 62 57

■測定結果

■騒音測定を実施し、全地点で環境基準値を下回ることを確認。

上越JCT

中郷IC

妙高高原IC

信濃町IC

豊田飯山IC

名立谷浜IC E8

E18

①信濃町野尻六月

②妙高市田切

③妙高市猪野山

④上越市向橋

凡例

◇◇ ＩＣ
〇〇 ＪＣＴ
  ● 騒音調査地点

上越IC

新潟県

長野県

上越高田IC

新井スマートIC

事
後
評
価
区
間

延長37.5km

関
越
自
動
車
道
上
越
線
（信
濃
町
～
上
越   

）
JCT
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４．本事業の技術的な取組み 冬季の走行安全性の対策

トンネル連続区間でのスノーシェルター構造による無雪化

■冬季の走行安全性の確保、維持管理の軽減等を目的に「トンネル連続区間でのスノーシェルター構造による無雪
化」「トンネル坑口部の路肩拡幅（トンネル内への持込み雪対策）」「トンネル坑口拡幅部及び坑口上部への融雪
設備の設置」「標識柱のT型への変更（車線上への落雪対策）」等を実施。

トンネル坑口部の路肩拡幅（トンネル内への持込み雪対策）

標識柱のT型への変更（車線上への落雪防止）トンネル坑口拡幅部及び坑口上部への融雪設備の設置

３個所スノーシェルター構造とすることで、冬季の走行安全性の確保、維持管理の軽減
などを図った

緩衝帯を設けることで、冬季の走行空間の確保、維持管理の軽減などを図った

標識板から車線上への落雪などがなくなることで、安全・安心な走行環境の実現を図った
トンネル坑口付近の排雪作業およびトンネル坑門上部の雪庇・つらら落とし作業の
低減・省力化を図った
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４．本事業の技術的な取組み 地すべり地帯への対応

■信濃町IC～上越JCT間は地すべり地帯であり、4車線化施工中に地滑り・崩落が発生。切土部・構造物部に1ｍ
越える転石が大量に出現。

■地すべり対策工や転石の破砕等を実施し、難易度の高い工事となったが、4車線工事を完了。

1ｍ越える転石が大量に出現し、発生した転石は破砕
機や人力で小割を行うなどして、運搬を行った。

転石への対応

岩塊・転石出現

地すべり対策として、集水井（2箇所）、水抜きボーリング（延長約1Km）を施工し、地下水位の低下による抑制を
図った。さらに、本線側には大型ふとんかごを設置して、のり面の滑動を抑える形状とする対策を行った。

地すべり対策内容（五日市地区地すべり対策工の例）

対策箇所横断図
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５．利用促進の取組み 地域連携・観光推進イベント

■上信越自動車道開通20周年イベントとあわせて上信越道４車線化をＰＲ。
■新潟観光ドライブパスやウィンターパス等の企画割引プランにより、利用促進等を図る。

上信越自動車道開通20周年及び上信越道４車線化PRイベント

①「上信越道全線開通20周年記念サイト」の開設
日時：令和元年5月20日
内容：各種キャンペーン、イベント情報の提供

②全線開通20周年記念イベントの開催
(1)20周年記念イベントin軽井沢
日時：令和元年5月26日(日)
開催場所：軽井沢プリンスショッピングプラザ

(2)上信越フェスタin小布施
日時：令和元年9月21日(土)
開催場所：小布施ハイウェイオアシス

(3)上信越魅力再発見イベントin上里
日時：令和元年10月5日(土)
開催場所：上里サービスエリア下り線

(4)道路はつづくよ、203㎞ AutumnFesta2019 in デンカビッグスワンスタジアム
日時：令和元年11月9日(土)
開催場所：デンカビッグスワンスタジアム Ｅゲート前広場

企画割引プラン

小布施ハイウェイオアシスでのイベントの様子

〇新潟・北信濃・会津エリア
の周遊プラン

【販売期間】：通年販売
（繁忙期除く）

■新潟観光ドライブパス

■ウィンターパス

〇首都圏及び新潟、
仙台からの1往復割引

【販売期間】：R6.12.4～R7.4.4
（繁忙期除く）

特設サイトによる情報発信

令和5年度で
16,000人以上
が申し込み

平成29年の
企画開始以降
60,000人以上
が申し込み
※令和5年度までの集計値

令和5年度で
42,000人以上
が申し込み

平成24年の
企画開始以降
229,000人以上
が申し込み
※令和５年度までの集計値



20

６．評価結果及び対応方針（案）

（１）評価結果

（２）対応方針（案）

（３）同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

■当該区間は長野道、北陸道、関越道とあわせて広域的なネットワークを形成することにより、冬期における事
故の減少、渋滞の緩和、通行止め回数の減少、各産業の効率化、観光の活性化など、多様な整備効果を
発現させたことを確認した。

■関越自動車道上越線（信濃町～上越JCT）の直接便益（時間短縮・経費節減・事故減少）を対象とした現時
点の費用便益比は1.0を上回る。

■費用対効果分析の結果や利用状況、事業の効果発現から一定の整備効果が得られており、今後の事後評
価の必要性はないものと考える。

■４車線化整備による効果のさらなる発現など、引き続き周辺道路も含めた利用状況について注視し、地域と
一体となった利用促進の取組みなどに努めていく。

■事後評価の結果、同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の特段の見直しの必要性はないと考えら
れる。


